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ステンレス鋼のガス窒化処理は，窒化前に酸洗するか，窒化ガス中に塩素ガスを導
入し不動態皮膜を除去しながら窒化するなどが行われていますが，公害処理設備が
必要であったり，酸や塩素ガスの作業環境等への影響などの問題点があります。
酸や塩素ガスを使用しないガス窒化技術の研究により，次の技術を確立しました。

１ 表面粗さと表面変質層の調整により，ガス窒化処理を可能とする技術。
２ 大気加熱で表面皮膜を調整することで，ガス窒化処理を可能とする技術。
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セラミックスの脆性を改善するために繊維強化複合セラミックスを研究しました。アルミ
ナマトリックスに，Si-C-O繊維およびアルミナ繊維を強化繊維として複合した結果，非
線形破壊挙動を示す高靭性セラミックス複合材料が合成できました。複合材料の高靭
化は繊維の架橋と引き抜けにより達成されました。また，破壊を予知及び検知できるイ
ンテリジェント材料が期待されているますが，複合材料表面に導電材料を蒸着した材
料は，応力の上昇途中で急激に電気抵抗が上昇し破壊予知が可能なことがわかりま
した。
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